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令和２年度 県政モニターアンケート 

『認知症に関するアンケート調査』結果 

 

 

                        令和２年１０月 

                            山梨県福祉保健部健康長寿推進課 

 

１ 調査目的 

 認知症高齢者の更なる増加が見込まれる中、県民の認知症に対する意識や認知症

の理解促進に向けた方策など、県民ニーズを踏まえた認知症施策推進のための基礎

資料を得るため、アンケート調査を実施。 
 

２ 調査時期 

 令和２年５月 
 

３ 調査対象 

 県内に在住する満 18 歳以上の者から無作為抽出により選出した者(県政モニター） 

（１）郵送モニター      ２２４人 

（２）インターネットモニター １８９人 

      計         ４１３人  
 

４ 回収結果 

（１）郵送モニター      ２０２人（回答率９０．２％） 

（２）インターネットモニター １５４人（ 〃 ８１．５％） 

      計         ３５６人（ 〃 ８６．２％） 
 

５ 調査項目 

（１）認知症の人と接する機会 

（２）認知症サポーターに関すること 

（３）認知症の理解促進に向けた広報の方法 

（４）認知症に対するイメージ 

（５）認知症になったときの暮らし方 

（６）認知症に対する不安 

（７）認知症に関する相談窓口 

（８）成年後見制度について 
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＜回答者の属性＞ 

 

（１）性 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢層 
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（３）地域別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）職業別 
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８ 調査結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（「その他」の内容） 
・友人の親 
・大学在学時の実習 
・学生の時、ボランティアで老人ホームへ訪問した際 等 
 

【問２】【問１】で「ある」を選択された方は、該当するものを次の中から選んで

ください。（複数回答可） 

【問１】あなたは今までに認知症の人と接したことがありますか。（１つ選択） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 

【山梨県】 【全国(参考)】 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した 
｢認知症に関する世論調査｣ 
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（「自由記述」の内容） 
・認知症の人に自然体で接することが必要 
・偏見を持たないこと。認知症の本人と家族が今何を必要としているかを正しく理解し（家
庭の事情、個々の症状が異なるので）、心に寄り添い、温かく見守る 
・普通でないと感じたら、家族にアドバイスしてあげる 
・相談に乗ってあげる 
・見守り、安否確認、行政への橋渡し 
・軽度な時から認知症の人と接する機会を持ち、長期間でフォローできれば良い。内容は
個々の状態により考慮が必要 
・火の消し忘れは誰もが心配することなので、朝夕交代でガスの元栓の開閉の確認してあ
げる 
・ご近所の認知症（介護度が軽い人）の方を少人数で集め、週何回か１～２時間程度、会
話・手先の遊びなどを見守ってあげる 
・困りごとに対し、関係機関への連絡など、可能なことを手助けする 
・日々の認知症の人に対しての接し方。家庭を巡回する介護サービス施設への手配。介護
用具の手配 
・常時、認知症介護を行う介護者が少しでも離れて休息できる時間を作ってあげる。スト
レスの抜き方など。 
・声掛け、見守り 
・優しく接し、話しかける。相手からの言葉に返答する。笑顔で明るく。 
・食事を作ること。買い物に行くこと。食事を作る時に火を使うため、近所の人達の一番の
心配事。近所の支援は限界がある。本人のプライドに入り込みすぎることも難しい。手助
けしていくこちら側の年齢も難しくなり、心の行き違いが生じる。 
 

【問３】あなたは認知症サポーターを知っていますか。（１つ選択） 

【問４】地域で暮らす認知症の人や家族の困りごとに対し、認知症サポーターが

どのような支援が可能か、考えられる支援の内容を記載してください。 

（自由記述） 
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・認知症の方が一人暮らしだと遣り取りしやすいが、家族への対応が難しい 
・家族の相談に乗ってあげたり、認知症の方からの話を聞くこと（自分もいずれはなるか
もしれないので、認知症を受け入れることが重要） 
・理解し、温かく見守る。必要に応じて相談窓口につなげる。地域の中で生活できるよう、
協力し、支援する。 
・認知症は、自分がその病になっていることに気付かない。関わる人の大変さもあります
が、人事と思わず、私がそうだったら「こうしてもらいたい、そうしたい」という考えを、
常に持ち続けて欲しい。 
・認知症サポーターが地域（自治会）内に多くいることにより、徘徊者の早期発見につなが
る 
・その家庭、個人で困っている事を支援すること。デイサービスに行きたくない人もいる。
家で食事を作って欲しいだけのツアー、買い物だけのツアー、病院に連れて行ってくれる
だけのツアーなどがあったら良い 
・家を訪ねて巡回する。近所の人とコミュニケーションをとり、本人が苦しんでいるが他
人に言えないことを見て、気付いてあげる。 
・家族が認知症かも、と思った人への相談窓口や、介護認定されるまでの流れを伝える 
・見守り、家から出て一人でいる時に声を掛けたり、家族に知らせる。家族に急用ができた
時、しばらく見守ってあげる 
・話を聞いて、否定しないで言葉をくり返してやる（数分もたたないで同じことを何度も
くり返す）。水分不足も必要。細目に水分を補う。 
・生活の見守り、家族の心の支援 
・認知症の人が困った様子なら、声を掛けたり、お手伝いする。認知症がいる家族には、話
を聞いてあげるなど 
・相談相手になる。利用する施設等があれば、何かあった際の連絡先となる。 
・各種相談窓口への案内 
・家族や周りの人たちへの休息時間の確保の支援 
・会話の仕方や対応の仕方、経験した中での知識を不安を持つ家族にできるだけ伝える 
・周囲の人や家族の相談に乗って、一緒に考えること。独りじゃないと、思ってもらえるこ
とで精神的負担を減らせる。 
・共に心配に寄り添って考えてあげることで家族の心配を緩和する 
・見守り、相談、付き添い、家事手伝い、買い物代行 
・認知症について正しい知識や認識を持ち、相談に乗ったりサポートをして、認知症の方
や家族の方が暮らしていきやすい地域にしていく 
・困りごと相談、身近な聞き手 
・困りごとに応えることが出来るサービスの紹介 
・徘徊する認知症の人の見守り 
・話が出来る場所を提供し、話を聞いてあげる 
・介護保険など、必要なサービスへ繋がらず抱え込んでいるケースが見受けられる。必要
な窓口へ繋ぐお手伝いをすること 
・定期的に訪問して相談に乗る。家族に対しては息抜きの機会を作る 
・スーパーや、コンビニ等での買い物やレジでの支払い時の補助や、道路を歩いて迷子に
なっている場合等の声掛けや保護。その家族は疲弊している事が多いと察するので時々訪
問して話を聞いてあげる等 
・サポーター（制度）が地域に十分理解・浸透していない。地域がその役割を理解したうえ
で民生委員や福祉推進員などと連携して対応する体制づくりが進めば、サポーターの役割
は相談、見守りなど、今も求められており、これからも必要不可欠となる 
・自分がスーパーで買い物しているときの手伝いなど 
・実際に義母を介護した身として感じた事はとにかく孤独だったこと。誰かと話しを共有
するだけでも心がすくわれます 
・認知症で外出時に困っているときに声をかけたり、家族への助言や役場への相談等、地
域で共に暮らせるよう支援が可能 等 
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（「その他」の内容） 
・ポスター 
・学校教育で取り組む 
・テレビでの特集番組放送 
・ネットＣＭ 
・広報誌に認知症の人達の生活しやすいようなヒントを繰り返し載せてみる 
・認知症当該者を看ているのは比較的高年齢例の労働従事者が多いため、その勤務先への
資料配布 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【問５】認知症への理解を促進するため、有効と思われる「広報」の方法を選択

してください。（複数回答可） 
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（「その他」の内容） 
・認知症の程度によって対応が異なるため、状況に応じた対応になる 
・軽度であれば、サポートを受け、地域で暮らして行ける 
・ＭＣＩ(軽度認知障害)での状態で体操対応すれば回復する例もある。認知症は誰もがな
り得るため、共有していく社会を築く必要がある 
・認知症の理解は、その家族あるいはそれぞれの身近に接する人々の状況による 
・症状の段階により、サポート体制が異なる。（家族のサポート、介護サービスの利用、介
護施設の利用等）段階的に第三者（医療機関等の）判断が必要な病気。家族の精神的負担が
大きい、というイメージがある 等 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

【問６】あなたは認知症に対してどのようなイメージを持っていますか。あなた

が思う最も近いものを選択してください。（１つ選択） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 
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（「その他」の内容） 
・軽度・重度で異なる 
・誰にも迷惑をかけないよう 1 人で暮らしていきたいが、その事によって周りに迷惑をか
けるようだったら、介護施設のサポートを受けたい 
・映画「最高の人生の見つけ方」の「棺桶リスト」のようなものを作ってやりたいことをす
べてやった後、安楽死が理想 
・自立できるところまでは頑張り、あとは自然にまかせる 
・程度による。一人で生活が困難になったら介護施設のサポートを利用する 
・軽度の段階にあっては「地域で暮らしたい」を選択したいが、重度になった場合は、家族
などへの負担を考えると、施設対応が望ましいと考える 

 

 

 

 

 
 
 

【問７】もし、あなたが認知症になったとしたら、どのように暮らしたいと思い

ますか。（１つ選択） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 
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（「その他」の内容） 
・これから色々なことがわからなくなってくる、わからなくなる段階が不安 
・仕事上、認知症の進行した状態の方に関わっており（色々なタイプはあるが）その状態に
なると思うと辛い 
 
 
 
 
 
 
 

【問８】もし、あなたご自身が認知症になったとしたら、どのようなことに不安を

感じると思いますか。（複数回答可） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 



11 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「その他」の内容） 
・周辺症状がでないように接することができるか不安。怒ったり、きつい言い方をしたり
しないでいられるか不安 
・進行した状態を見るのが辛い 
・実際に経験しないと分からない 
 

 

 

 

【問９】もし、あなたのご家族が認知症になったとしたら、あなたはどのようなこ

とに不安を感じると思いますか。（複数選択可） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 
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【問１０】認知症に関する相談窓口として、あなたが知っているものを選択してく

ださい。（複数回答可） 



13 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１１】「成年後見制度」について、どのようなことを知っていますか。（複数選

択可） 

※全国(R1 調査)…R1.12 内閣府が実施した｢認知症に関する世論調査｣ 


